児童の 「読 方」 又は 「綴り方」 教授法の 是非に 関して 

全責任 をお もちに な つて ゐ ると は 思 つて をリ ません。 

た、 V 私の ごく 僅かな 観察に よりましても、 国語の 教育 

は 国民 文化の 発揚の 上で、 従来 当局が 考 へて ゐる 以上 

に 重要で 且つ 厄介な もの だとい ふ 事実 を知リ 得た ので 

あります。 私 はま づ 素人く さく、 かう いふ 疑問 を 提出 

したいと 思 ふので あります。 国語と は 一 体 どうい ふ も 

のか、 どうして これ を 日本語と 言 はない のか、 この 国 

語と 日本語と いふ 二つの 言葉の 間に は 著しい 語感の 違 

ひが ある、 この 距りは 何に よって 埋められて ゐ るの 

か？ 小学校 時代に は それ 程 気がつきません が、 中等 



私 は、 国民の 教養と して 文学 を 最も 重要な ものの 一 

つと して 考へ るので あります が、 それ は 言 ふまで もな 

く、 目的 を 情操の 陶冶に おくのでありまして、 人間が 

最も 人間ら しく 生きる 道を教 へる の は、 勝れた 文学の 

健全な 摂取であります から、 道徳 も 宗教 もこの 基礎な 

くして は、 ひからびた 存在になる のであります。 現代 

の 日本の 教育 は 実に この 点で、 過渡期 的な 状態 を 脱し 

てゐ ないで はない かと 私 は 自分 流に 考へ てゐ るので あ 

り ま ^u/ 

つまり、 今の 社会で、 役に立つ 人間 をつ くると いふ、 

極めて 合理的な やうで その実、 御都合主義の 精神が、 



とも 併行し ない ものです。 しかし、 どうい ふ 社会的 境 

遇に 身 をお きましても、 文学に よって 拓 かれた 人間 尊 

重の 精神 は、 総ての 言説 行動の 奥に、 静かな 良心と し 

て 輝き を 保つ もの だと 私 は 信じます。 小学校の 国語 は 

実に かう いふ 重大な 人間 教育に 必要 欠くべからざる 基 

礎 を 与へ る ものであります。 

し か し 小学校 児童 は その 年齢 か ら 言 つても、 決して 

私 は、 直接に 文学 そのもの を 注入 するとい ふ 様な 無謀 

な こと をお 勧めして ゐ るので ありません。 そこでた y 

期待し 得る こと は、 国語の 諸 科 目を通 じて 第一に 「言 

葉」 に対する 愛と 尊敬と を もつ やうに 導く ことで ぁリ 



から も 独立した 一 つの 形式、 即ち 戯曲の ことにつ いて 

一 寸申 上げます。 

戯曲 即ち 脚本であります が、 小学校の 国語 読本に は 

脚本と して 書かれた テキストが 取上げられて ゐな いの 

ではない かと 思って、 今日 家 を 出が けに、 迂遠な 話で 

すが、 子供達の 国語 読本 を もって 来させて ばら/ \ と 

見た のであります。 脚本の 要素 は糙 かに ある やうです。 

殊に 四 年 級でした か、 「五作 ぢ いさん」 とい ふ 対話、 唯 

今 下の部屋で 伺 ひます と、 六 年に は リア 王、 これ は糙 

かに 戯曲の 一 節です。 対話 は 勿論 戯曲の 文体と して 考 

へて ぃゝ ものであります が、 併し 対話の すべて は 必ず 



かれた もの、 さう いふ 標準で 選んで 下さる ことが 根本 

的な 着眼で あると 思 ひます。 戯曲 的な 文体に 親しみ、 

本当に その 魅力 を 感得す る 能力が 子供に 出来れば、 さ 

うして それ を 非 戯曲 的な 対話と 区別す る 能力が 子供に 

出来て 来れば、 しめた もの、 これが 鑣て 国民の 生活の 

中で めい/ \ の 「話す 言葉」 を 洗練し、 楽しく 豊富に 

し、 力強く します。 日本人が おざなりと 紋切 型から 解 

放され、 自分自身の 表現 を もつ 最初の 手引き は 案外 か 

うい ふところに あると 思 ひます。 

最後に 言葉と いふ こ とから 少し 離れ て 、 現行 国語 読 

本の 中に ある 一 つの 精神に ついて 簡単に 所感 を 申 述べ 



ま ^9 

私 は 文部省 編纂の 国語 読本が 国民 教育の 立場 を はな 

れて 存在し ない こと はよ く 承知して ゐ ます。 他の 科目 

との 関連と いふ こと も 察せられ ますが、 それにして は 

周到な 注意の 下に つくられて ゐ ると 感じて をり ます。 

一 通り あらゆる 形式の ものが 網羅され てゐ ます。 文体 

から 見ます と 現代語 は 標準語と いふ 制限の あるた め も 

あるし、 内容が 幾分 啓蒙 的で ありすぎ るた めに、 そ 

れ ぐの 形式 は 揃って ゐ ますが、 形式が 要求す る 文体 

的 魅力が 十分 発揮され てゐ ない 憾みが あります。 

もう 一 つ、 これ は 少し 僭越な 言 ひ 方 かも 知れません 



で はしば /\ 無視 さ れ るので す。 真実が 真実と しての 

厳粛 さ を 失 ひ、 自然の 美しい 心情が 日蔭の 花の やうに 

萎んで しま ひます。 美談 そのものが 悪い ので はあり ま 

せん。 これ を 余りに 担ぐ 精神 は抜馳 けの 功名心 を 煽り 

ます。 一 人 良い児に なること を 奨励す る 結果 を 生む の 

です。 美談 は 常に 凡人 を 必要 以上に 英雄 化します。 

つ、 ましい 人 を 強 ひて 派手に し、 不幸な もの を 何とな 

く 幸福に 見せかけます。 美談 は 概ね 万人の 美徳 を 個人 

の 占有 化し、 次に 現 はれる もの を 模倣者と 見 倣す 惧れ 

があります。 美談 は 何よりも 人に 知られる こと を もつ 

て 第一 の 条件と します。 かくれた 美談と は 言葉の 遊戯 



当りません が、 美談 を 掲げて その 効果 を 期待す る 精神 

の 中には、 さう いふ 隙間が 往々 あって、 や、 深く もの 

を 見、 鋭く 判断す る 力 を もった 者の 顰蹙を買 ふので す _ 

文学 はさう いふ 意味で、 卑俗な 美談 尊重に 大いに 反撥 

します。 が、 これ は 文学が 道徳と 相容れな いとい ふ 一 

部の 誤った 見方と 何も 関係はありません。 文学 こそ 人 

生の 真の 美しい 意志と 感激と を、 表裏 錯綜した 現実 の 

中から 仮名の 人物に 托して 拾 ひ あげる ものであります _ 

国語 教科書ば かりで なく、 かう いふ 現代 教育に 対す 

る 忌憚ない 批判 は、 皆さんの 同感 を 得が たいか も 知れ 

ません が、 これ は 単なる 不満ではありません。 皆さん 



の 手加減が 如何に 働く かによ つ て 寧ろ 教科書 編纂 者の 

善良な 意図が あやまち なく 達せられ るの だら うと 思 ひ 

ます。 そこで 私 は、 先生方の 教育者 並びに 人間と して 

の 確乎たる 良心に 信頼す る ものであります。 

昭和 十四 年 六月、 東京 文 理科大学 内に 開催され た 

全国 小学校 教員 国語 協議会 の需 めに 応じて 行った 

講演の 速記で ある。 同年 七月、 この 速記 は、 「教育 

研究」 に 掲載され、 なほ 「革新」 誌上に も 転載 を 

キ ン」 こ。 
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